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よ
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発
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８
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◆
志
摩
市
に
７
億
９
０
０
０
万
円

 
 
 
 

国
の
臨
時
交
付
金

国
の
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
７
億
８
９

７
８
万
円
が
志
摩
市
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
付
金
は
、

否
決
す
れ
ば
国
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
一
部
事

業
に
つ
い
て
は
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
た
う
え
で
再
検
討

を
要
望
し
、
議
会
は
賛
成
し
ま
し
た
。

▼
事
業
一
覧
表
（
四
捨
五
入
）

・
公
有
財
産
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入 

 
  

８
９
１
万
円
…
国
補
助
７
５
６
万
円

・
低
公
害
車
購
入 

 
 
 
 
 
 
 

３
６
８
０
万
円
…
国
補
助
３
１
２
２
万
円

・
大
王
支
所
絵
画
展
示
施
設
整
備 

 
 
 

  

９
５
３
０
万
円
…
国
補
助
８
０
８
４
万
円

・
筑
地
区
・
上
之
郷
区
の
浄
化
槽
改
修

  

２
２
６
万
円
…
国
補
助
１
９
１
万
円

・
渡
鹿
野
区
防
災
資
機
材
保
管
倉
庫

   

７
５
万
円
…
国
補
助
６
３
万
円

・
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
等 

 
 
 

   

１
億
８
１
０
０
万
円
…
国
補
助
１
億
５
３
５
２
万
円

・
清
掃
セ
ン
タ
ー
集
塵
機
の
改
修
等 

 
 
 
 
 

 
 

５
５
９
１
万
円
…
国
補
助
４
７
４
５
万
円

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬
購
入
等 

 
 
 

１
６
７
万
円
…
国
補
助
１
４
２
万
円

・
浜
島
保
健
セ
ン
タ
ー
取
り
壊
し 

 
 

２
１
９
０
万
円
…
国
補
助
１
８
５
７
万
円

・
阿
児
健
康
セ
ン
タ
ー
ろ
過
装
置
改
修
等 

 
 
 

２
６
２
万
円
…
国
補
助
２
２
２
万
円

・
休
日
夜
間
応
急
診
療
所 

 
 
 
 
 
 

 
 

１
２
２
万
円
…
国
補
助
１
０
４
万
円

・
保
育
所
遊
具
改
修 

 
 

 
 
 

９
５
０
万
円
…
国
補
助
８
０
６
万
円

・
鵜
方
保
育
所
改
修 

 
 
 
 
 
 
 

１
６
２
万
円
…
国
補
助
１
３
７
万
円

・
磯
部
社
会
福
祉
協
議
会
耐
震
診
断 

 
 
 
 
 
 

１
３
２
万
円
…
国
補
助
１
１
２
万
円

・
農
道
・
農
業
用
水
路
改
修
（
浜
島
・
阿
児
・
磯
部
）

４
４
２
３
万
円
…
３
７
５
２
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
補
助 

 
 
 
 

１
６
０
０
万
円
…
国
補
助
１
３
５
７
万
円

・
海
女
文
化
交
流
事
業 

 
 
 
 

 
 

１
３
０
万
円
…
国
補
助
１
１
０
万
円

・
自
然
学
校
ウ
オ
ー
タ
ー
ボ
ー
ル
導
入

１
０
２
万
円
…
８
７
万
円

・
浜
島
地
区
温
泉
施
設
整
備
調
査 

 

９
５
万
円
…
８
０
万
円

・
賢
島
駐
車
場
ト
イ
レ
改
修
等 

 

 
 

２
０
７
９
万
円
…
１
７
６
３
万
円

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
フ
ェ
ン
ス
改
修
等 

 

５
１
０
万
円
…
４
３
３
万
円

・
磯
体
験
施
設
「
海
ほ
う
ず
き
」
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
設
置
等

４
３
６
万
円
…
国
補
助
３
７
０
万
円

・
志
摩
市
全
域
道
路
改
良 

 
 
 
 

１
億
９
０
０
０
万
円
…
１
億
６
１
１
７
万
円

・
公
園
遊
具
改
修
（
大
王
・
浜
島
・
磯
部
）

３
３
６
１
万
円
…
国
補
助
２
８
５
０
万
円

・
幼
・
小
・
中
学
校
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
整
備

５
０
３
０
万
円
…
４
６
４
０
万
円

・
小
・
中
学
校
空
調
整
備 

 
 
 
 

２
６
４
８
万
円
…
２
２
４
７
万
円

・
幼
・
小
・
中
学
校
施
設
改
修 

 

 
 
 

１
４
２
９
万
円
…
１
２
１
１
万
円

・
小
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
購
入
等 

 

５
９
９
２
万
円
…
５
５
３
７
万
円

・
磯
部
歴
史
民
族
資
料
館
整
備
調
査

９
５
万
円
…
８
０
万
円

・
大
王
公
民
館
音
響
設
備
改
修 
 
 

３
６
６
万
円
…
３
１
０
万
円

・
阿
児
・
大
王
給
食
セ
ン
タ
ー
食
器
消
毒
機
購
入
等

３
１
２
７
万
円
…
２
３
４
１
万
円

◆
磯
体
験
施
設
「
海
ほ
う
ず
き
」
は

志
摩
市
食
堂
か

浜
島
町
に
あ
る
磯
体
験
施
設
「
海
ほ
う
ず
き
」
で
、
本
年
５

月
よ
り
魚
食
文
化
の
推
進
を
目
的
に
体
験
昼
食
を
始
め
ま
し

た
。
営
業
時
間
は
毎
週
土
・
日
の
１
１
時
３
０
分
か
ら
１
２
時

１
０
分
。
料
金
は
一
食
９
８
０
円
で
４
０
食
提
供
し
ま
す
。

大
口
市
長
は
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
で
施
設
に
夜
間

対
応
の
ラ
イ
ト
を
設
置
し
、
将
来
は
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
も
し
た
い

と
い
う
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

志
摩
市
の
食
材
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ら
体
験
昼
食
は
期
間

限
定
に
し
、
市
内
業
者
に
誘
客
を
は
か
っ
た
ほ
う
が
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
体
験
施
設
の
目
的
と
ア
ル
コ
ー
ル

販
売
と
は
合
致
し
ま
せ
ん
。

平
成
２
０
年
度
は
「
海
ほ
う
ず
き
」
に
３
８
４
３
万
円
、
今

年
度
は
４
０
０
０
万
円
投
入
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
正
規
の
事

務
職
１
名
、
現
業
職
２
名
、
臨
時
職
員
１
０
名
で
す
が
、
１
０

月
か
ら
は
雇
用
創
出
事
業
の
補
助
金
で
臨
時
職
員
を
４
名
増

員
し
ま
す
。

人
件
費
等
の
経
費
を
度
外
視
し
て

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
こ
う
と
い
う

親
方
日
の
丸
の
「
海
ほ
う
ず
き
」
志
摩
市
食
堂
。

 
 

は
た
し
て
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。



◆
６
０
０
万
円
免
除
の
怪
？

 
 

大
口
市
長
は
調
査
せ
ず

▼
浜
島
温
泉
協
同
組
合
の
温
泉
使
用
料

最
低
補
償
費
６
０
０
万
円
は
？

浜
島
温
泉
協
同
組
合
は
、
平
成
９
年
に
旧
浜
島
町
が
温
泉
施

設
を
建
設
し
た
際
、
総
工
費
１
億
５
千
万
円
の
う
ち
５
０
０
０

万
円
を
負
担
し
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
年
に
温
泉
使
用
量
に
か
か

わ
ら
ず
、
最
低
補
償
費
と
し
て
毎
月
５
０
万
円
を
納
入
す
る
覚

書
を
旧
浜
島
町
と
締
結
し
て
い
ま
す
。

浜
島
温
泉
協
同
組
合
の
最
低
補
償
費
月
額
５
０
万
円
は
、
合

併
後
の
平
成
１
７
年
２
月
２
１
日
ま
で
納
付
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
平
成
１
７
年
２
月
２
１
日
に
浜
島
温
泉
協
同
組

合
か
ら
最
低
補
償
費
の
廃
止
要
望
書
が
出
さ
れ
た
後
の
平
成

１
７
年
４
月
か
ら
は
納
付
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

当
時
、
私
は
議
席
が
な
か
っ
た
の
で
、
市
議
会
の
審
議
内
容

が
わ
か
ら
ず
、
議
事
録
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
問
題
に
関

し
た
説
明
は
皆
無
で
し
た
。
浜
島
温
泉
協
同
組
合
の
最
低
補
償

費
月
額
５
０
万
円
が
わ
け
も
な
く
消
え
た
の
で
す
。

私
は
、
誰
が
ど
ん
な
理
由
で
納
付
を
免
除
し
た
の
か
、
資
料

も
含
め
て
竹
内
前
市
長
に
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

▼

竹
内
前
市
長
「
条
例
に
基
づ
い
て
予
算
化
」

「
旧
浜
島
町
か
ら
引
き
継
い
だ
覚
書
と
、
条
例
に
基
づ
い

て
行
っ
て
い
る
」
と
、
竹
内
前
市
長
は
答
え
ま
し
た
。
浜
島
町

温
泉
施
設
に
関
す
る
条
例
に
は
、
「
市
長
が
特
に
必
要
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
給
湯
料
を
減
額
し
、
ま
た
は
徴
収
を
免
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
に
基
づ
い
て
給
湯
料
を
免
除
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

特
に
必
要
な
理
由
を
議
会
に
説
明
し
、
理
解
を
得
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
議
会
に
秘
密
裏
に
市
長
が
行
え
る
よ
う
な
軽
い
問

題
で
は
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
最
低
補
償
費
に
つ
い
て
も
、
合
併
の
協
議
で
は
「
旧

町
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
覚
書

に
基
づ
い
て
行
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
毎
月
５
０
万
円
を
徴
収
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

竹
内
前
市
長
の
答
弁
は
矛
盾
点
が
多
く
、
特
に
必
要
な
正
当

な
理
由
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を
議
会
が
否
決

誰
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
納
付
を
免
除
し
、
ど
の
よ
う
に

処
理
し
た
の
か
、
覚
書
の
処
理
を
含
め
て
事
務
手
続
き
に
違
法

性
は
な
か
っ
た
の
か
調
査
し
、
今
後
こ
の
よ
う
な
問
題
が
起
き

な
い
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事
実
を
解
明
し
た
上
で
、
６
０
０
万
円
の
徴
収
を
ど
う
す
る

か
と
い
っ
た
解
決
策
の
検
討
も
必
要
で
す
。
竹
内
前
市
長
が
調

査
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
議
会
が
そ
の
監
視
権
で
事
実
の
解
明

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

数
名
の
市
議
が
こ
の
問
題
の
調
査
を
求
め
て
、
平
成
２
０
年

９
月
３
０
日
に
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を
提
案
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
議
会
は
こ
の
提
案
を
否
決
し
ま
し
た
。
議
会
は
不
明

朗
な
ま
ま
で
よ
い
と
判
断
し
た
の
で
す
。

▼
「
し
っ
か
り
調
査
し
、
納
得
の
い
く
回
答
を
」

 
 
 
 
 

１
２
月
議
会
で
大
口
市
長

市
議
の
と
き
大
口
市
長
は
、
私
と
と
も
に
「
調
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
調
査
す
べ
き
で
あ
る
」
と
強
く
主
張
し
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
市
長
就
任
後
の
１
２
月
議
会
で
は
「
特
に
問

題
は
な
い
」
と
こ
れ
ま
で
の
発
言
を
撤
回
し
ま
し
た
。

撤
回
理
由
に
次
の
２
点
を
挙
げ
ま
し
た
。

・
温
泉
協
同
組
合
が
借
り
入
れ
た
掘
削
費
用
を
返
済
し
た
時
点

で
月
額
５
０
万
円
徴
収
が
終
わ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
た
。

・
市
の
条
例
の
ど
こ
に
も
徴
収
規
定
が
な
い
こ
と
。

私
は
次
の
点
を
あ
げ
、
市
長
の
認
識
を
正
し
ま
し
た
。

・
覚
書
は
湯
が
枯
渇
し
た
と
き
に
終
了
す
る
と
明
記
。

・
合
併
引
継
ぎ
は
「
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
」
と
な
っ

て
お
り
、
旧
浜
島
町
と
同
様
に
覚
書
を
根
拠
に
徴
収
で
き
る
。

質
疑
応
答
の
最
後
に
、
大
口
市
長
は
「
し
っ
か
り
と
調
査
し
、

納
得
の
行
く
回
答
を
報
告
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

▼

「
口
頭
の
変
更
契
約
は
法
的
に
有
効
」

 
 
 

６
月
議
会
で
大
口
市
長

私
は
６
月
議
会
で
大
口
市
長
に
調
査
状
況
を
質
し
ま
し
た
。

「
覚
書
は
有
効
だ
が
、
平
成
１
７
年
２
月
２
１
日
に
浜
島
温
泉

協
同
組
合
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
書
を
市
内
部
で
検
討
し
、
組
合

に
回
答
し
た
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
要
望
書
に
沿
っ

た
予
算
・
決
算
が
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
長
か
ら
詳

し
い
説
明
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
議
決
に
よ
り
《
黙
示
の
承

認
》
が
な
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

志
摩
市
契
約
規
則
で
は
変
更
契
約
書
の
作
成
を
義
務
付
け

て
い
る
が
、
こ
の
規
定
は
あ
く
ま
で
内
部
手
続
き
を
定
め
た
も

の
で
、
仮
に
こ
の
規
定
に
反
し
て
変
更
契
約
が
さ
れ
た
と
し
て

も
、
変
更
契
約
が
無
効
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
書
面
の
作
成

さ
れ
て
い
な
い
変
更
契
約
も
、
対
内
的
に
は
と
も
か
く
、
対
外

的
に
は
有
効
で
あ
る
。
」
と
大
口
市
長
は
答
弁
し
ま
し
た
。

▼

４
つ
の
問
題
点

①
平
成
１
７
年
度
は
、
旧
５
町
合
併
後
の
志
摩
市
最
初
の
予
算

審
議
で
、
市
長
が
意
図
的
に
説
明
し
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
使
用
料
６
０
０
万
円
の
免
除
を
見
抜
く
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
市
当
局
の
説
明
責
任
が
問
わ
れ
る
。

②
市
の
契
約
規
則
で
は
、
「
市
長
は
契
約
を
変
更
す
る
と
き
に

は
、
契
約
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
変
更
契
約
書
を
作
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

大
口
市
長
は
、
議
決
後
に
市
長
独
断
で
書
面
な
し
の
変
更
契

約
を
し
て
も
、
法
的
に
は
有
効
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

議
会
は
市
当
局
か
ら
出
さ
れ
た
契
約
書
及
び
覚
書
を
も
と

に
審
議
す
る
の
で
、
議
会
が
認
め
た
後
に
口
頭
で
の
変
更
契

約
が
有
効
だ
と
す
れ
ば
、
議
会
の
監
視
権
は
骨
抜
き
と
な
る
。

③
温
泉
組
合
の
湯
の
最
低
補
償
費
免
除
の
要
望
書
と
、
口
頭
で

の
変
更
契
約
の
処
理
が
市
の
内
部
文
書
に
残
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
服
務
違
反
で
あ
る
。

④
大
口
市
長
は
法
的
解
釈
の
み
を
主
張
し
、
「
い
つ
・
誰
が
ど

の
よ
う
な
理
由
で
免
除
し
た
か
」
を
い
っ
こ
う
に
調
査
し
よ

う
と
し
な
い
。
な
ぜ
か
？

▼
後
日
、
大
口
市
長
と
議
会
の
対
応
を
報
告
し
ま
す
。


